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この期間に震源決定したマグニチュー ド (M) 4 







































































分，M5.3 , 深 さ91kmの有感地震が観測された。12
日20時40分から13日11時54分の間に余 震が21個観測
され，最大余震は，M3.9 , 深さ89kmであった。
千葉県中部で，3 日06時12分～ 4 日19時42分の間
に微小地震が 9個観測され，最大地震は 4日18時42
分，M3.5 , 深 さ65kmであった。
静岡県中部で，10月 5 日09時51分，M4.6 , 深さ
23kmの有感地震が観測され， 5 日11時29分から 7
日02時28分の間に余震が24個観測され，最大余震は




新島近海で10月 9 日16時49分～ 22時26分の間に18
の微小地震が観測され，28日01時26分～ 31日05時59
分の間に，94個の小 ・ 微小地震が観測された。最大
地震は28日01時51分，M4.5 , 深 さ12kmであった。
気象庁 『週間地 震概況N042, N043』によると未
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· 10.6� 10.11 島田誠一 （地圏地球科学技術研究
( 6 日間） 部主任研究官）「GP S 気象学」に
関する調査研究のため （米国）
· 10.7 � 10.17 井上 公（地圏地球科学技術研究
(11日間） 部地球化学研究室長）地震観測点
建設予備調査のため （米国）
· 10.20� 11.13 東浦将夫（新庄雪氷防災研究支所
(25日間） 長）中国乾燥域の水循環の変動に
関する研究のため （中国）
· 10.20� 11.13 東久美子（長岡雪氷防災実験研究
(25日間） 所主任研究官）中国乾燥域の水循
環変動に関する研究のため（中国）
· 10.20� 10.24 竹田厚（総括地球科学技術研究官）
( 5 日間） 日本，フィリピンワークシ ョ ップ
参加のため （フィリピン）
· 10.20� 10.24 藤縄幸雄（特別研究官）日本，フ
( 5 日間） ィリピンワークシ ョップ参加のた
め （フィリピン）
· 10.20� 10.25 石田瑞穂（地圏地球科学技術研究




· 10.22� 10.28 綿田辰吾（地圏地球科学技術研究
( 7 日間） 部研究員）米国惑星科学大会で研
究発表を行う ため （米国）
· 10.27� 11.1 米谷恒春（気圏 ・水圏地球科学技
( 6 日間） 術研究部長）地球変動に関する日
米共同研究のワークシ ョップ参加
のため （米国）











10月 1 日 最上地 方事務所 ( 5名）
10月 2 日 豊島防火管理保全会会員 (100名）
10月 3 日 中国国家地震局 (11名）
10月 4 日 千葉県立千葉商業高校定時制教諭
( 1名）
10月 7 日 天童市市民部福祉事務所 (10名）







10月18日 建築研究所 ( 3 名）
10月22日 韓国地方自治団体国際化財団 (3名）
10月22日 茨城県栃木県引越専門協同組合 (12名）









防 災 科 学 技 術 研 究 所
〒305 茨城県つくば市天王台3- l
TEL (0298) 51- 1611（代）
(0298) 51- 1622 
(11名）
(20名）
（再生紙使用）
- 10 -
